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異色のご当地武将隊

この「道明寺の戦い」の参加

者の中から、同市をはじめ東京

都や県内から有志メンバーが集

商家資機館

(ｾ琴s登割

宮城県

白石市

戦国武将観光の新潮流
地域PRへファンも参加愈蕊…………………………愈蕊…………………………
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市民が「鬼小十郎まつり」

白石市は、宮城県南部に位置

する人口約３万７０００人の都市

で、白石城の城下町である。白

石城は、関ヶ原の戦いの際に、

伊達政宗が上杉景勝から奪取し

た城で、１６０２年に政宗の側近、

片倉小十郎景綱が城主となった。

江戸幕府の一国一城令の例外と

され、仙台藩の支城として、明

治維新まで２６０余年の間、片

倉氏が代々城主を務めた。

この片倉氏、以前は全国的な

知名度は決して高くなかった。
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近年、全国各地で観光客をも

てなす「武将隊」が結成される

など、戦国武将を核とした地域

振興に新たな潮流が生まれてい

る。中でも、市民とファン双方

の熱意により参加型の盛り上が

りをみせているのが宮城県白石

市の事例だ。歴史ファンの若い

女性、いわゆる「歴女」の支持

も得て、従来の名所旧跡めぐり

や大河ドラマ観光とは異なる旅

客誘致に成功している。

「小十郎プロジエクト」である。

若い世代の来客増加を受け、

ＯＢ年１月に発足。イベント情

報を掲載したホームページを開

設したり、Ｔシャツをデザイン

したりと、小十郎を核に白石市

のＰＲを開始した。

そしてもうひとつが、市民が

実行委員会を組織して始めた

「鬼小十郎まつり」である。同

市最大の歴史資源である片倉氏

の歴史や、白石城とその城下町

を活用し、活力ある地域づくり

を目指してＯＢ年１０月に第一回

を開催。以後毎年１０月第一士

曜に白石城で開催されている。

このまつりの目玉は、白石城

本丸で行われる、大坂亘の陣で

の片倉小十郎重長（先述の景綱

の嫡子）率いる片倉軍と、三田

幸村率いる真田軍との激闘「道

明寺の戦い」の再現である。白

石市民のほか、全国から小十郎

ファンや幸村ファンが集まり、

約１００人の甲吉武者が片倉

軍・三田軍に分かれ戦いを再現

するという迫力のあるイベント

である。

ところが２００６年頃から急に若

い世代の問で片倉小十郎の人気

が高まり、白石市を訪れる２０

～３０歳代の旅行者が急増した。

そのきっかけとなったのが、

06年７月にカプコンから発売

された家庭用ＴＶゲームソフト

『戦国ＢＡＳＡＲＡ2』である。

ゲームに登場するキャラクター

としてスタイリッシュな美男子

に描かれたのだ。続く０７年１１

月には、小十郎にスポットを当

てたソフト『戦国ＢＡＳＡＲＡ２

英雄外伝（ＨＥＲＯES)』も同社

から発売され、人気が沸騰する。

こうして市内では、割烹で

５０００円ほどする「片倉小十郎

膳」を若い旅行者が注文する姿

が見られるようになったり、白

石城売店で、「片倉小十郎」の

湯飲みが飛ぶように売れるよう

になったりと、これまでになか

った現象が起こり、市民もＴＶ

ゲームを発端とした小十郎ブー

ムを認知していく。

さらに０９年４月にはＴＶアニ

メ『戦国ＢＡＳＡＲＡ』も放映さ

れ、小十郎は仁義にあつい準主

役的な好人物として描かれ、人

気は決定的なものとなった。

こうした中、白石で２つの動

きが生まれる。ひとつは市役所

の若手職員有志が立ち上げた

拳謹蕊蕊鷺

(片倉零議壷

自津豊熟
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観光地点検鍾

2009年１０月の第２回鬼小十郎まつりの一場面。大坂夏の陣での｢道明寺の戦い」
(片倉軍と真田軍の激闘）を再現（白石市提供）
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｢鬼小十郎まつり」来場者数の推移
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(出所）白石市産業部商工観光課提供の数値

まり、１０年９月、民間のボラ

ンティアグループ「白石戦国武

将隊奥州片倉組」が発足。７

日には白石城大櫓で、メンバー

５人が出席し、市長から公式に

認定証を授与され、翌１１年５

月には市の観光大使（愛称：す

まｉる大使）に就任している。

こうして片倉組は、自治体公

認の武将隊・観光大使として全

国各地のイベントに甲胃姿で参

加し、白石市のＰＲ活動を展開

している。また、今年４月には

地元の佐藤清治製麺が片倉組を

パッケージに起用した「白石温

麺」を発売。売上金の一部は東

日本大震災の被害を受けた白石

城の復旧と片倉組の活動支援の

ために市に寄付されている。

なお、こうしたご当地武将隊

は、「名古屋おもてなし武将

隊」（名古屋市）が09年１１月

に結成式を行ったのを始め、こ

こ数年で「奥州・仙台おもてな

し集団伊達武将隊」（仙台市)、

「山形おきたま愛の武将隊」

（山形県)、「忍城おもてなし甲

吉隊」（埼玉県行田市）など、

全国各地で誕生しているが、実

はこれらの多くは、失業対策と

しての国の雇用創出基金を活用

した事業であった。
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その一方で片倉組は、毎年の

まつりに参加している有志が立

ち上げたボランティア組織であ

り、趣味としての甲吉武者の活

動を楽しみながら同市の観光

ＰＲに協力したいと市に申し出

たものを、市が認定、支援する

という形をとっている。まさに、

まつりに全国から集まるファン

の熱意が地域に受け入れられ生

まれた武将隊なのである。

片言組は震災後には東京・池

袋の宮城ふるさとプラザで義援

金の街頭募金活動に協力したり、

ブログで震災への応援メッセー

ジを発信したりといった活動も

展開した。他の武将隊の多くが

雇用創出基金の事業期限終了後

の財源確保に苦慮する中で、こ

うしたボランティアが運営する

武将隊の活躍は注目に値する。

一方で、今年の第５回鬼小十

郎まつりでは、片倉組のほか、

山形おきたま愛の武将隊と信州

上田おもてなし武将隊のパフォ

ーマンスも行われるなど、運営

体制の違いを超えた武将隊同士

の連携も進んでいる。

L今後のポイント

白石市は「白石城主片倉小十

郎によるまちづくり」を掲げて

いる。このため今回の一連の経

緯も、ゲームやアニメを通して

描かれた小十郎の新たなイメー

ジをきっかけにしつつも、あく

までも中心は「白石城主である

歴史上の片倉小十郎」という点

でぶれていない。

地域が本来持っている物語＝

歴史を核に、新しい動きを創造

した好例である。さらに言えば、

白石市の例は、江戸期までの藩

や城下が生んだ文化的土壌が、

現代の地域振興においても如何

に重要であるかを示している。

いずれにしても、そうしたぶ

れのない筋を行政が言いている

からこそ、市民とファンが安心

して活躍できている。戦国武将

を核に今後どんな新展開が生ま

れるのか、楽しみである。回

開催年次

2008年１０月４日（H2０第1回）

2009年１０月３日（Ｈ２１第2回）

2010年１０月２日（H2２第3回）

2011年１０月１日（H2３第4回）

2012年１０月６日(H2４第5回）

来場者数
(人）

３，０００

４．５００

５，０００

８，０００

9，０００


